
開催日:令和７年１２月９日(火）

順番 質問者 答弁者 件  名 内   容

1 中川議員 町長 補助事業の新設について

米価高騰に伴い町にとって税収の増加が期待される。この税収を有効に活用

するため、一部を新たな町の産業育成基金として積み立て、今後取り組む新

技術の視察・研修費用の補助に充ててはどうか。

2 静川議員 町長 ふるさと納税の現状
浦臼町のふるさと納税について、令和７年度の現在の寄付額はどのような状

況か。また、今後の取り組みについての考えは。

①浦臼町中小企業振興条例の近年の実績は。

②今年度実装された設備新規取得の実績は。また、問い合わせはあったの

か。

③前回の質問の際、協力隊を事業所に編成できないか検討するとあったが、

その後の対応は。

④町内事業者が抱えている悩みを行政がどこまで払拭することができると考

えているのか。

4 柴田議員 町長
ぼたんそばの産地維持と振興

について

ぼたんそばの作付は産地交付金があることで成り立っている。令和８年度か

らの産地交付金はどのような政策になるのか。今後、幻のぼたんそば唯一の

産地としてJAピンネとの連携協議も重要になるが、町としてどのような取り

組みを考えているのか。

①今年度のアライグマの捕獲頭数は何頭か。多く出没している地区など傾向

はあるのか。

②アライグマの捕獲に対する助成などはできないのか。

③町が実施している箱わなの講習回数を増やすことはできないのか。

④町の広報で周知することで効果が出るのではないか。

⑤アライグマを効果的に捕獲していくための対策について町長の考えは。

①災害用備蓄品や備品の量は現状のままで推移するのか。

②避難が困難な住民の把握と避難方法について。

③冬期及び非常用電源を使用した訓練の実施について。

④小・中学校でも同様レベルの訓練が行われているのか。
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3 砂場議員 町長 商工事業者への今後の対応

5 野崎議員 町長 アライグマ捕獲について

6 髙田議員
町長

教育長
防災訓練を実施して


